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The Truth behind the Cosmetics of Chinese Students Studying in Japanese University
KAZUMI TACHIKAWA
キーワード
中国人（Chinese），留学生（Students Studying abroad），化粧意識（Sense of Cosmetics），学部
1 年生（Freshman in University）


































































































































































は 2 億人，2020年には 4 億人になる（資生堂推
定）としている。加えて，中国は若い世代の起






















































































北京 6 　福建省 5 　内モンゴル 4 　上海 4
丹東 2 　大連 2
 これ以外10 （西安，南京，長春，台湾など 1
か所）
また，年齢構成は以下のようである。
19歳 1 　20歳 2 　21歳 7 　22歳 6 　23歳 4

































































　 4 ＝11　 3 ＝12　 2 ＝ 7 　 1 ＝ 3



























































































　 4 ＝ 1 　 3 ＝ 8 　 2 ＝13　 1 ＝11
理由　きれいにするため　 7
　　　しないとこわれる　 2








































































































































































































































































1 ，「時々する」者がやはり約 3 分の 1 で，約






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ａ25　ｂ19　ｃ12　ｄ11　ｅ14　ｆ 8 　ｇ 6
























ｃ 2 　ｄ 2 　ｅ 1 　ｆ 2 　ｇ 9 　ｈ 3 　ｉ14

















ｃ 1 　ｅ 5 　ｆ 4 　ｇ 5 　ｉ 4 　ｋ 4 　ｌ 3
ｍ10　なし 3
まず最も多かったのがｍ（メイク）だが，こ






























さらにメイクについては，約 3 分の 2 が行っ
ており，まだ習慣化していないと答えた残りの










大学学部留学生の化粧意識に関する調査 ― 21 ―― 20 ―
(129)
れた。さらに男性の化粧行為全般を「認め








北京10　上海 5 　大連 5 　太原 4 　青島 3
ハルビン 2 　アモイ 2
他10（洛陽，伊春，清遠など）
また，年齢構成は以下のようである。
19歳 1 　20歳 4 　21歳10　22歳 9 　23歳 5

























































　 4 ＝ 1 　 3 ＝ 5 　 2 ＝12　 1 ＝23



































































　 4 ＝ 0 　 3 ＝ 0 　 2 ＝ 9 　 1 ＝32
Ｌ　マニキュアをしている。
　 4 ＝ 0 　 3 ＝ 0 　 2 ＝ 1 　 1 ＝40




































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 4 ＝ 0 　 3 ＝ 0 　 2 ＝ 0 　 1 ＝41
眉，マニキュア，メイクについては行ってい
る者は皆無であった。




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　ｂ 1 　ｃ 2 　ｅ 1 　ｆ 2 　ｇ 4 　ｉ 3
　ｊ 5 　ｋ 2 　ｍ 4 　なし27























　ｇ 7 　ｉ 4 　ｊ 3 　ｋ 3 　ｌ 2 　ｅ 2
　ｆ 2


























































































（注 3 ）　2010年の登録ユーザーは 3 億7000万人を超
え，サイトの主力利用者は18－34歳となってい
る。 1 分あたりの化粧品販売数量は8800個で，日
本からは，富士フィルムのアスタリフトが旗艦店
を開設している。
（注 4 ）　購入価格も上昇傾向にあり，かつて200元以内
の現地生産ブランドが中心だったのが，300元から
400元の資生堂やエリザベスアーデンなどの高級輸
入ブランド，500元～ 600元のエスティローダやラ
ンコム，クリニークなどに移りつつあるという。
（注 5 ）　こうした流れを受け，スキンケア商品では，
国内メーカーもシェアを伸ばしており，「大宝
（ダーバオ）」がすでにロレアルとオレイを超えて
いる。またボディシャンプーでは，ローカルブラ
ンドの「六神（リョーシェン）」が常用ブランドの
第 3 位に入っている（2012年のデータ）。
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